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プロジェクトの背景・目的（研究開始当初の背景、目標等） 

橋長 2m 以上の全ての橋梁に対して 5 年に 1 度の近接目視点検が義務化された． 

従来の点検では，橋梁点検車や全面足場が用いられているが，予算が限られた地方自治体では，全ての橋梁

を定期的に近接目視点検するのは困難な状況にある． 

本プロジェクトでは，地方自治体が管理する多数の橋梁を安価に効率的に近接目視による点検を可能とするた

め，少人数で容易に設置・移動・解体可能な FRP 製簡易展開式検査用足場を開発することを目的とする． 

プロジェクトの研究内容（研究の方法・項目等） 

本プロジェクトでは，多数の中・小規模橋梁の近接目

視点検を安価に少人数で実施することを目指し，人力で

設置と移動が可能な FRP 製簡易展開式検査用足場を

開発することを目的としている． 

従来の橋梁点検では，橋梁点検車や全面吊り足場な

ど，交通規制と設置に多くの作業人員，作業時間，およ

び費用が必要とされ，技術者数および予算が限られた地

方自治体では，管理する多数の橋梁に対して近接目視

点検するのは困難な状況にある．そこで，本プロジェクトで

は，図-1 に示すような，交通誘導員を含めて 4～5 名程

度の作業員により路面上から短時間に容易に架設が可能な FRP 製簡易展開式検査用足場を開発することを目的

とし，次の項目について検討を行う． 

 

（１）対象橋梁の実績調査（平成 26 年度実施） 

本プロジェクトで開発する FRP 製簡易展開式検査用足場の構造形式，規模，および設置展開方法を検討するに

先立ち，主に地方自治体が管理する中・小規模橋梁について，橋梁形式および構造詳細（橋長，桁高，幅員等）

の実績調査を行う． 
（２）FRP 部材の力学特性の把握（平成 26 年度実施） 

安価なガラス繊維強化樹脂（GFRP）を対象とした材料試験を実施し，試設計に必要な材料の機械的性質を把

握する． 

（３）FRP 製簡易展開式検査用足場の架設展開方法の検討および試設計（平成 27 年度実施） 

いくつかの構造形式および架設展開方法に対して数値解析による試設計を実施し，構造実現性および人力によ

る架設の可否について検討する． 

（４）FRP 製簡易展開式検査用足場の試作および架設展開・移動実験（平成 27 年度，平成 28 年度実施） 

FRP 製簡易展開式検査用足場を構成する足場パネルおよび主構造の試験体を試作し，実験室内での架設展

開実験および載荷実験により力学挙動を確認するとともに，架設展開方法についての課題の洗い出しを行う． 

（５）フィールド実験（平成 2８年度実施） 

実橋梁を対象として，試作した FRP 製簡易展開式検査用足場の架設実験を行い，架設時間の検討，展開・移

動性の検討，ならびに橋梁点検の可否を検討し，実用化に向けての課題の洗い出しを行う． 

図-1 FRP 製簡易展開式検査用足場のイメージ 



 

プロジェクト・研究成果の概要（２／２） 

 

プロジェクトの研究成果の概要 

 

本プロジェクトでは，まず，対象橋梁を選定するにあたり，中小規模橋梁の橋梁形式および構造詳細について実

績調査を行った．その結果，橋長 50m，幅員 15m 程度の鋼橋を対象として簡易展開式検査用足場を開発するこ

ととし，図-2 に示す 2 種類の形式の足場について試設計を行った．

 
 (a) 移動式足場モデル (b) 伸縮式足場モデル 

図-2 FRP 製簡易展開式検査用足場のイメージ 

試設計の結果，図-2(a)に示す移動式足場の場合，作用応力度および発生たわみを許容値以下に抑えるため

に必要な部材断面を確保するには，単位長さあたりの質量は21.8kg～25.5kg程度となり，人力で運搬できる重量

を考慮すると 1 ユニット当たりの長さを 1m 程度にする必要があり，桁下空間でこれらのユニットを連結して使用する

には効率性が悪いこと，組み立て完了後の足場の総質量は 327kg～382kg 程度となり，足場を人力で移動させる

のは困難であることなどの課題を明らかにした．一方，図-2(b)に示す伸縮式足場の場合，断面形状が 32mm×

60mm×4mm 程度の角パイプでトラス構造を構成することで，最大発生応力度および最大たわみをそれぞれ

36.4MPa および 19.1mm 程度に抑えることができ，許容応力度および許容たわみと比べて十分に小さい応答値と

なることを確認した．また，1 ユニットあたりの質量も約 15.7kg 程度であり，作業員 1 人でも十分に運搬と設置・展

開が可能であることを確認した． 

次に，FRP 製足場の主構造およびそれに上載する FRP 製足場パネルの試設計および試作を行うとともに，

FEM 解析および試作品を用いた載荷実験により力学性状について検討した． 
FEM 解析および載荷実験の結果，作業員 1 人と工具類の総重量を想定した 1,100kN 載荷時の発生ひずみが

GFRP の破断ひずみ（約 15,000μ）の 4%程度であること，最大たわみが，スパン 1,500 mm の 1/500 である 3 
mm 程度に抑えられていることを確認し，足場パネルの強度面および使用性の観点から，特に問題なく実用化の

可能性があることを示した． 
最後に，写真－1 に示すようにフィールド実験を実施し，実環境下でも，組み立て・展開・解体が可能であること

を確認した． 

 
 図-3 足場パネルの解析結果の例 写真-1 試作品を用いたフィールド実験 

 


